
金
揮
官
瞭
志
巻
六

乎
の
賭
士
へ
弓
術
を
せ
り
込
み
命
ぜ
ら
れ
し
故
に
‘
金
滞
に
て
堂
形

の
的
場
に
於
て
の
通
り
矢
も
、
入
情
に
せ
し
事
知
ら
れ
け
り
。

O
堂
形
米
倉

米
倉
創
立
の
事
、
諸
記
録
中
忙
所
見
た
し
。
按
守
る
に
綱
紀
卿
の
時

穿
盤
し
給
ふ
に
よ
り
越
中
組
大
工
肝
煎
奥
三
右
衛
門
父
滞
雲
八
十
七

歳
に
て
の
口
一
演
書
に
、
本
堂
形
以
前
は
近
藤
甲
斐
守
屋
鋪
与
申
候
。

其
の
節
御
減
無
=
御
一
座
-
候
。
御
米
蔵
出
来
以
後
、
堂
形
与
申
候
。
年
数

六
十
年
許
に
罷
成
候
撲
に
発
h
申
候
と
あ
り
。
此
の
口
一
演
書
丸
月

廿
日
と
の
み
あ
り

τ.
年
鋭
干
支
を
も
閥
き
た
れ
ば
、
年
層
考
ふ

ぺ
か
ら
・
?
と
い
へ

E
も
、
若
し
く
は
寛
文
年
中
の
穿
盤
書
友
ら
ん

か
。
然
ら
ば
六
十
年
許
以
前
は
寛
永
年
中
也
。
但
し
米
議
出
来
以
後
、

堂
形
与
申
す
と
い
へ
る
も
、
米
倉
を
後
年
堂
形
と
掛
僻
す
る
故
に
か
〈

は
い
へ
る
た
る
ぺ
し
。
叉
有
滞
武
貞
の
金
海
細
見
回
譜
K
.
後
年
三

十
三
聞
の
的
場
跡
に
米
減
を
作
る
と
い
へ

E
も
、
地
名
と
成
り
て
今

に
堂
形
と
云
ふ
と
蛾
せ
た
る
も
亦
非
也
。
既
に
上
文
民
見
え
た
る
如

〈
、
利
常
卿
堂
形
の
的
場
に
て
通
り
矢
を
試
み
給
ふ
時
、
堂
形
米
倉

裁
許
の
天
野
藤
太
夫
に
通
り
矢
の
検
見
を
命
ぜ
ら
る
と
あ
れ
ば
、
彼

の
=
一
十
三
間
堂
形
の
的
場
あ
り
し
頃
、
米
倉
も
並
ぺ
あ
り
し
事
著
明

キ

た
り
。
右
還
り
矢
の
検
見
を
天
野
に
命
ぜ
ら
れ
し
は
、
寛
永
年
中
の

頃
欺
と
、
湯
浅
氏
の
器
開
職
員
通
考
堂
形
奉
行
の
保
健
に
い
へ
り
。
平

次
按
・
?
る
に
、
=
一
盛
記
に
、
寛
永
八
年
四
月
十
四
日
才
川
橋
爪
法
締
寺

の
門
前
町
よ
り
出
火
、
千
石
町
堂
形
一
面
に
火
と
成
り
云
々
。
御
堂
形

米
共
う
は
と
げ
し
て
煙
の
呑
ひ
し
、
御
用
に
難
ν
立
に
付
、
御
扶
持
人

た
る
お
事
に
逢
ひ
け
る
人
々
へ
五
石
宛
歩
下
、
共
の
外
惣
町
中
へ

俳
下
と
見
h
.
関
屋
政
春
古
兵
談
に
、
金
津
河
原
町
よ
り
出
火
、
御

披
も
焼
け
た
り
。
此
の
時
加
藤
間
書
・
諮
問
勘
兵
衛
共
の
外
四
・
五
人

同
道
し
て
、
扱
も
残
多
き
事
哉
と
い
う
て
来
る
。
津
田
・
加
藤
等
堂

形
の
米
臓
に
居

τ、
右
誠
に
火
懸
り
た
る
に
依
っ
て
、
草
橋
を
渡
り

て
御
按
へ
行
く
と
て
御
使
に
行
き
合
ひ
た
り
云
々
と
あ
る
も
、
則
ち

寛
永
八
年
の
火
災
の
時
に
て
、
此
の
時
米
倉
既
に
あ
り
て
火
災
に
躍

り
か
る
也
。
さ
て
寛
永
十
三
年
十
二
月
十
三
日
奥
村
因
幡
よ
り
平
野

屋
牟
助
・
越
前
屋
孫
兵
衛
宛
の
判
舎
に
、
御
堂
形
梯
米
雨
入
に
被
=
仰

付
-
と
見
b
、
同
十
四
年
三
月
十
八
日
利
常
卿
在
印
定
書
に
、
堂
形
議

入
米
商
二
万
五
千
石
可
v
納
。
蛍
形
磁
米
毎
年
五
月
中
旬
よ
り
可
ν
鋤。

堂
形
裁
・
雑
毅
磁
雨
所
之
番
、
畿
地
之
者
六
人
替
々
一
無
a

幌
怠
-
可
=
相

詰
ア
木
村
助
兵
衛
・
石
黒
太
郎
兵
衛
、
堂
形
磁
奉
行
錯
a
扶
持
二
ヶ
年
一

金
滞
官
蹟
志
品
智
大

四

4

凡
宥
初
守

hvh・
爪
令
ム
作
風
ソ

+ 

~ 

人
に
拾
五
石
宛
雨
度
に
可
=
下
行
吋
越
前
屋
孫
兵
衛
・
平
野
屋
牟
助
、

米
梯
可
E

奉
行
一
堂
形
米
之
内
を
以
て
一
石
駅
間
偲
米
一
升
雨
人
に

可
=
下
行
-
怠
ど
十
ニ
ク
僚
を
載
せ
ら
れ
、
叉
同
じ
日
付
に
て
奥
村
因

幡
判
印
の
定
書
に
、
御
菓
子
用
之
餅
米
・
小
豆
・
育
大
豆
・
味
晴
、
並

に
御
馬
飼
料
之
大
豆
・
稗
‘
車
牛
飼
料
之
大
姿
、
及
び
蝋
・
荏
油
・
茶
種

油
の
石
高
を
記
載
し
て
、
右
御
奉
行
野
木
口
五
兵
衛
・
清
水
櫨
六
以
a

相
談
-
雑
穀
御
裁
へ
可
v
納
皆
欝
仰
出
-
と
あ
り
。
訟
も
ふ
に
、
此
の
時

堂
形
磁
納
の
規
則
を
ぽ
改
革
あ
り
て
、
更
に
定
め
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。

抑
‘
堂
形
米
倉
へ
納
め
し
め
ら
れ
し
米
設
は
、
切
米
取
と
て
歩
士
・

経
卒
・
小
者
な
ど
の
扶
持
米
に
春
秋
雨
度
に
下
行
米
占
て
人
々
へ
宛

行
は
れ
け
る
定
に
て
、
諸
問
藩
中
は
此
の
地
と
新
堂
形
の
地
と
雨
所
に

米
倉
敷
戸
前
建
て
た
ら
ぺ
、
石
川
郡
の
村
々
よ
り
の
納
米
は
、
本
堂

形
へ
納
め
‘
河
北
郡
の
村
々
よ
り
の
納
米
は
、
新
堂
形
の
米
倉
へ
・
納

め
し
む
る
例
に
て
、
康
器
笹
m
腕
の
後
ま
で
も
米
倉
そ
の
ま
L
あ
り
し

か
E
、
士
族
の
給
総
を
慶
せ
ら
れ
し
後
、
米
倉
も
取
段
た
れ
た
り
。

O
堂
形
議
奉
行
役
所

醤
藩
中
は
、
米
倉
の
園
ひ
内
入
口
怠
る
門
脇
に
役
所
有
り
て
、
愛
に
出

役
せ
り
。
天
保
飢
催
日
記
に
、
七
年
六
月
晦
日
瞬
七
時
過
ぎ
、
本
堂

五




